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本発表では，効率的な河床粒度分布計測手法に関す

る課題に対して今後著者の取り組む方針を発表する． 

１．研究背景 

河床を構成する粒度分布は，局所洗堀や河岸浸食だ

けでなく，生物相にも影響を与えるため河川の粒度分

布の把握は，氾濫防止対策上や生物保全上重要と考え

られる．しかしながら，現状の粒度分布調査は 5 年に 1

回、本川にて縦断間隔 1km ごとの地点設定であり，例

えばモデルの精度向上や瀬淵スケールでの管理におい

て，計測の時空間解像度が高いとは言い難い．この問題

は河川内の粒度分布調査の労力が非常に高いことに起

因すると考えた．著者は，リモートセンシング技術と画

像解析を使用したモニタリング手法の開発に取り組ん

できた 1),2),3),4)．これらの結果から，本技術は，従来より

も調査を大幅に効率化すること，そして河川内の粒度

分布調査にも適用できると考えている．そのため，河川

内に立ち入ることなく迅速に粒度分布を計測する効率

的な河床材料の粒度分布調査手法を構築することを目

的として研究を進める． 

 

２．粒度分布計測の課題に対する提案手法 

(1) 先行研究 

 既にUAVリモートセンシング技術を用いて砂州上の

粒度分布を計測する方法は多く取り組まれている．一

方で，水面下の河床材料の計測についての事例は少な

い．例えば，Irie ら 5)や Alexander ら 6)は，浅水域の空撮

画像や水上ボートから撮影された水中写真から，機械

学習を用いた画像解析によって河床材料を分類してい

る．しかし，いずれも砂，中礫，大礫などの区分であり，

粒度分布として導出する手法は開発されていない．著

者は，水上空中両用ドローンを用いて画像の縮尺を，河

床に設置した格子ではなく撮影位置における水深から

推測し，河川内に人が立ち入ることなく河床材料の粒

径を計測する手法の開発を行った 7)．しかし，現状では

河床材料の輪郭の識別は手動で行う必要があり，より

効率的な手法とするためには，河床材料の撮影された

画像から自動的に粒度の粒径を計測し，粒度分布を導

出する手法の確立が必要不可欠である． 

(2) 冠水部の河床材料輪郭抽出に対する提案手法 

 まず，河床材料の撮影手法として，水上・空中両用ド

ローンと一般の UAV を併用することで，陸上部・冠水

部の河床材料の画像の把握を実現する． 

 UAV から得られた画像から，河床材料の輪郭を抽

出し，粒度分布を導出する手法として，BASEGRAIN8)

や，ImageJ9)といった無償のソフトウェアを用いた方法

は存在するが，いずれも，画像ごとにパラメータのキャ

リブレーションが必要である上，水中の写真では，光の

揺らぎや，河床材料の模様などの影響を受け，正しく河

床材料を捉えられない．そこで，本研究では，CNN と

LSTM を組み合わせた SemanticSegmentaion モデルを用

いることで，河床材料輪郭の抽出精度を向上させる試

みをする．先行研究で使用されていた画像解析モデル

では，撮影された画像に対して CNN のみを用いて特徴

量を抽出していたが，LSTM を用いて同一位置における

冠水部の複数の画像群に対して学習を行うことで，波

の揺らぎなどの影響を受けない汎用性の高いモデルが

作成できると考えられる．（図-1） 

 

３．まとめ 

 本要旨では，効率的な河床粒度分布計測手法に関す

る課題と当該課題に対して今後著者の取り組む方針を

記した．上記手法で粒度分布を導出できた場合でも，画

像解析で得られる粒度分布の場合，容積法で得られる

粒度分布と異なる可能性が高いため，用途に関する検

討も行いたい．また，画像解析で得られた粒度分布と実

際のふるい分け試験を行って得られる粒度分布との比

較等も行っていきたい． 

 

図-1 提案する機械学習モデルの概観 
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